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表紙*電子提供措置用*

証券コード　6325

第79回　定時株主総会
招集ご通知

株主総会にご出席されない場合
書面（郵送）またはインターネットにより議決権を行
使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権行使期限
2023年６月21日（水曜日）午後５時10分まで

開催日時
2023年６月22日（木曜日）午前10時00分
受付開始：午前９時00分

開催場所
三重県名張市南町822番地の２
名張産業振興センター　１階多目的ホール
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

議　　案
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員であるものを

除く。）５名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第４号議案 会計監査人選任の件
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株主各位

証券コード　6325
2023年６月１日

株 主 各 位
三重県名張市夏見２８２８番地

代表取締役社長 松 本 充 生

１．日 時 2023年６月22日（木曜日）午前10時00分（受付開始：午前９時00分）

２．場 所 三重県名張市南町822番地の２
名張産業振興センター　１階多目的ホール
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目的事項
報告事項 第79期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告および計算書類

報告の件
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案
第３号議案
第４号議案

取締役（監査等委員であるものを除く。）５名選任の件
監査等委員である取締役３名選任の件
会計監査人選任の件

第79回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第79回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあ
げます。
　なお、当日のご出席に代えて、書面（郵送）またはインターネットによって事前に議決権を行
使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月21日
（水曜日）午後５時10分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬具
記

以　上
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株主各位

【当社ウェブサイト】
https://www.takakita-net.co.jp/

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/6325/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）に
ついて電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりま
すので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげま
す。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、「ＩＲ情報」「株主総会」を順に選択いただき、ご
確認ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「タカキタ」または
「コード」に当社証券コード「6325」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情
報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確
認ください。）

－ 2 －
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株主各位

新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について
　新型コロナウイルス感染症の予防および感染拡大防止のため、株主の皆様の安全を第一に考
え、下記の方針に基づいて株主総会を開催いたします。何卒ご理解、ご協力のほどお願い申し
あげます。
1. 本株主総会当日の様子および事業報告の概要については、近日中に当社ウェブサイトにお
いて動画配信を予定しております。

2. ご来場の株主様におかれましてはマスクのご着用や会場備え付けの手指消毒、入場前の検
温などにご協力くださいますよう、お願い申しあげます。

3. 株主総会出席の当社役員および運営スタッフは、状況に応じてマスクを着用させていただ
きます。

4. 今後の状況に応じて株主総会の開催に重要な変更が生じる場合は、当社ウェブサイトにて
ご案内申しあげます。

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいます
ようお願い申しあげます。
◎会社法の改正により、電子提供措置事項について前記の各ウェブサイトにアクセスのうえ、
ご確認いただくことを原則とし、基準日までに書面交付請求をいただいた株主様に限り、書
面でお送りすることとなりましたが、本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわ
らず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りいたします。なお、当該書面は、法
令および当社定款第17条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いております。
①　事業報告の「会社の新株予約権等に関する事項」
②　事業報告の「業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況」
③　計算書類の「株主資本等変動計算書」
④　計算書類の「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告および計算書類は、会計監査人が会計監
査報告を、監査等委員会が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部でありま
す。
◎株主総会にご出席の株主の皆様へのお土産のご用意はございません。何卒ご理解くださいま
すようお願い申しあげます。
◎事業報告、計算書類および株主総会参考書類に修正が生じた場合は、修正後の事項を前記の
各ウェブサイトに掲載させていただきます。

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげ
ます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

株主総会に
ご出席される場合

次ページの案内に従って、議案に対
する賛否をご入力ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

行使期限 行使期限 日　時

2023年６月21日（水曜日）
午後５時10分入力完了分まで

2023年６月21日（水曜日）
午後５時10分到着分まで

2023年６月22日（木曜日）
午前10時00分

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案に対する賛否をご記入ください。

第1・4号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印
第2・3号議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
◦ 一部の候補者を反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

・書面による議決権行使における各議案に賛否の記載のない場合の取扱いについては、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
・書面（郵送）およびインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り
扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。

－ 4 －
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本
見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」を
入力

「ログイン」をクリック

「パスワード」を入力

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などがご不明な場合は、
右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　９：00～21：00）

－ 5 －
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剰余金処分議案

第１号議案 剰余金の処分の件

配当財産の種類 金銭

配当財産の割当てに関する事項
およびその総額

当社普通株式１株につき金 ８円
（うち、普通配当５円・記念配当３円）
配当総額 88,750,264円

剰余金の配当が効力を生じる日 2023年６月23日

減少する剰余金の項目とその額 繰越利益剰余金　300,000,000円

増加する剰余金の項目とその額 別途積立金　　　300,000,000円

株主総会参考書類

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要な課題のひとつと位置づけており、経営基盤の強化
を図り株主資本の充実に努めることにより、将来にわたり継続的、安定的に適正レベルの配当を実施
することを基本方針としております。
　つきましては、当事業年度の業績および今後の事業展開等を勘案して、以下のとおり当事業年度の
期末配当およびその他の剰余金の処分をいたしたいと存じます。

１．期末配当に関する事項
当事業年度の期末配当については、普通配当５円に創業110周年の記念配当３円を加えて、１株
につき８円とさせていただきたいと存じます。
これにより、中間配当５円を加えた年間の配当金は、１株につき13円となります。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
内部留保につきましては、将来の事業展開に備えた経営基盤の強化を図るため、下記のとおり
といたしたいと存じます。

－ 6 －
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取締役（監査等委員であるものを除く。）選任議案

第２号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）５名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位

1 ま つ

松
も と

本
 

　
み つ

充
お

生 代表取締役社長 再 任
　

2 ま す

益
み つ

満
 

　
 

　
りょう

亮 取締役専務執行役員
製造開発本部長 再 任

　

3 な し

梨
は ら

原
 

　
ひ ろ

弘
か つ

勝
取締役執行役員

軸受部・品質保証室担当　兼
経営企画室長

再 任
　

4 ふ じ

藤
さ わ

澤
 

　
た つ

龍
や

也
取締役執行役員

海外営業本部担当　兼
営業本部長

再 任
　

5 ふ じ

藤
わ ら

原
 

　
や す

康
ひ ろ

弘 執行役員
製造開発本部開発部長 新 任

　

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 証券取引所の定めに基づく独立役員

　本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員であるものを除く。以下、本議案において同じ。）
全員（５名）は任期満了となります。
　つきましては、取締役５名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、各取締役候補者は、取締役会の諮問機関である指名・報酬委員会の答申を受け、取締役会に
て決定したものであります。
　取締役候補者は、次のとおりです。

－ 7 －
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取締役（監査等委員であるものを除く。）選任議案

候補者
番　号 1

　

ま つ

松
 

 
も と

本
 

　
み つ

充
 

 
お

生 (1956年１月６日生)

所有する当社の株式数… 65,000株
在任年数………………… 18年
取締役会出席状況……… 16/16回　　

再　任
　

略歴、当社における地位および担当
1978年４月 当社入社
2004年10月 当社営業部長
2005年６月 当社取締役貿易部担当兼営

業部長
2007年６月 当社取締役技術部、貿易部

担当兼営業部長　

2008年６月 当社常務取締役農機事業部
担当兼営業部長

2010年４月 当社常務取締役農機事業部
担当

2011年 ４ 月 当社代表取締役社長(現任)　

取締役候補者とした理由
松本充生氏は、代表取締役社長として経営の指揮を執り、経営の重要事項の決定および業務
執行に対する監督など、当社の持続的な企業価値の向上を図る役割を務めており、今後にお
いても更なる貢献が期待できるため、当社の取締役候補者といたしました。
　

候補者
番　号 ２

　

ま す

益
 

 
み つ

満
 

　
 

　
 

 
り ょ う

亮 (1958年６月12日生)

所有する当社の株式数… 41,000株
在任年数………………… 12年
取締役会出席状況……… 16/16回　　

再　任
　

略歴、当社における地位および担当
1981年４月 当社入社
2009年７月 当社製造部長
2011年６月 当社取締役製造部長
2013年７月 当社取締役製造本部長兼本

社工場製造部長
2014年６月 当社取締役執行役員製造本

部長兼本社工場長
2016年10月 山東五征高北農牧機械有限

公司董事　

2017年６月 当社取締役常務執行役員製
造本部長

2018年４月 当社取締役常務執行役員製
造開発本部長

2021年 １ 月 山東五征高北農牧機械有限
公司副董事長(現任)

2022年 ６ 月 当社取締役専務執行役員製
造開発本部長(現任)　

重要な兼職の状況
山東五征高北農牧機械有限公司　副董事長

取締役候補者とした理由
益満　亮氏は、当社の製造部門で豊富な経験と幅広い知見を有しており、今後においても更
なる貢献が期待できるため、当社の取締役候補者といたしました。
　

－ 8 －



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2023/05/20 13:20:31 / 22950506_株式会社タカキタ_招集通知_電子提供措置用

取締役（監査等委員であるものを除く。）選任議案

候補者
番　号 ３

　

な し

梨
 

 
は ら

原
 

　
ひ ろ

弘
 

 
か つ

勝 (1963年６月22日生)

所有する当社の株式数… 2,600株
在任年数………………… ３年
取締役会出席状況……… 16/16回　　

再　任
　

略歴、当社における地位および担当
1986年４月 株式会社南都銀行入行
2017年３月 同行プライベートバンキン

グ部長
2018年４月 南都リース株式会社取締役

統括部長
2018年10月 当社へ出向、当社経営企画

室長代理　

2019年６月 当社執行役員内部監査室長
兼品質保証室長兼経営企画
室長代理

2019年10月 当社執行役員品質保証室長
兼経営企画室長代理

2020年 ６ 月 当 社 取 締 役 執 行 役 員 軸 受
部・品質保証室担当兼経営
企画室長(現任)　

取締役候補者とした理由
梨原弘勝氏は、長年従事した金融機関で培った財務および会計に関する知見と当社における
経営企画部門等における幅広い経験を有しており、今後においても更なる貢献が期待できる
ため、当社の取締役候補者といたしました。
　

候補者
番　号 ４

　

ふ じ

藤
 

 
さ わ

澤
 

　
た つ

龍
 

 
や

也 (1971年８月12日生)

所有する当社の株式数… 17,400株
在任年数………………… ２年
取締役会出席状況……… 16/16回　　

再　任
　

略歴、当社における地位および担当
1994年 4 月 当社入社
2019年 4 月 当社営業本部本州営業部長
2019年６月 当社執行役員営業本部長兼

本州営業部長　

2021年 6 月 当社取締役執行役員海外営
業本部担当兼営業本部長兼
本州営業部長

2023年 ４ 月 当社取締役執行役員海外営
業本部担当兼営業本部長
(現任)　

取締役候補者とした理由
藤澤龍也氏は、当社の営業部門で豊富な経験と幅広い知見を有しており、今後においても更
なる貢献が期待できるため、当社の取締役候補者といたしました。
　

－ 9 －
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取締役（監査等委員であるものを除く。）選任議案

候補者
番　号 ５

　

ふ じ

藤 
わ ら

原
 

　
や す

康 
ひ ろ

弘 (1970年９月12日生) 所有する当社の株式数… 5,000株　　

新　任
　

略歴、当社における地位および担当
1995年４月 当社入社
2021年４月 当社製造開発本部開発部長
2022年 ６ 月 当社執行役員製造開発本部

開発部長(現任)

　

　

取締役候補者とした理由
藤原康弘氏は、当社の開発部門で豊富な経験と幅広い知見を有しており、今後においても更
なる貢献が期待できるため、当社の取締役候補者といたしました。
　

（注）１. 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 当社は、各取締役候補者が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるよう
にするとともに、有用な人材を迎えることができるよう、取締役全員を被保険者として、
会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険(Ｄ＆Ｏ保険)契約を保険会社と
の間で締結しております。本議案が原案どおり承認され、取締役に就任した場合には、各
取締役候補者は当該保険契約の被保険者となります。その契約の内容の概要は、事業報告
「３．会社役員に関する事項　⑶役員等賠償責任保険契約の内容の概要」に記載のとおり
です。なお、当社は、当該保険契約を2023年７月に更新する予定です。

－ 10 －
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監査等委員である取締役選任議案

第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

候補者
番　号 １

　

お き

沖
 

 
 

　
 

　
あ つ

篤
 

 
よ し

義 (1955年２月15日生) 所有する当社の株式数… 48,000株　　

新　任
　

略歴、当社における地位および担当
1977年４月 当社入社
2004年10月 当社総務部長
2006年６月 当社取締役総務部長
2014年６月 当社取締役執行役員管理本

部長
2015年６月 当社取締役常務執行役員管

理本部長　

2017年６月 当社取締役専務執行役員管
理本部長

2021年 ４ 月 当社専務取締役管理本部担
当(現任)　

取締役候補者とした理由
沖　篤義氏は、当社の経理・財務および人事総務の管理部門で豊富な経験と幅広い知見を有
しており、経営意思決定の健全性・適正性の確保と透明性の向上に資すると判断したため、
当社の監査等委員である取締役候補者といたしました。
　

　本総会終結の時をもって、監査等委員である取締役松村篤樹氏、沖　恒弘氏および向井太志氏の３
名は任期満了となります。
　つきましては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりです。

－ 11 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者
番　号 2

　

お き

沖
 

 　　
つ ね

恒
 

 
ひ ろ

弘 (1952年11月11日生)

所有する当社の株式数… －株
在任年数………………… ４年
取締役会出席状況……… 16/16回　　

再　任
社　外
独　立

　

略歴、当社における地位および担当
1977年11月 監査法人朝日会計社(現有限

責任あずさ監査法人)入所
1981年９月 公認会計士登録
1992年７月 監査法人朝日新和会計社(現

有限責任あずさ監査法人)社
員

2001年５月 朝日監査法人(現有限責任あ
ずさ監査法人)代表社員

2010年７月 有限責任あずさ監査法人パ
ートナー　

2015年 ７ 月 沖公認会計士・税理士事務
所(現任)

2016年 ６ 月 岩崎通信機株式会社社外取
締役(現任)

2016年６月 株式会社宇徳社外監査役
2019年 ６ 月 当社社外取締役[監査等委員]

(現任)　

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
沖　恒弘氏は、財務および会計に精通した公認会計士としての専門的な知識と豊富な経験を
有しており、その長年の経験と見識から、当社の経営に対する様々な助言および意見を頂い
ております。
これらのことから、引き続き社外取締役として選任をお願いするものであります。
選任後は社外取締役として、公認会計士等の長年の経験や見識を活かし、経営陣から独立し
た客観的な立場と、特に財務および会計について専門的な観点から、業務執行やガバナンス
体制に対する監査・監督、ならびに当社の経営意思決定の健全性・適正性の確保と透明性の
向上に資することを期待しております。
　

－ 12 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者
番　号 ３

　

む か

向
 

 
い

井
 

　
た い

太
 

 
し

志 (1970年１月１日生)

所有する当社の株式数… －株
在任年数………………… １年
取締役会出席状況……… 12/12回　　

再　任
社　外
独　立

　

略歴、当社における地位および担当
1999年 4 月 弁護士登録(大阪弁護士会)
2018年 １ 月 高階＆パートナーズ法律事

務所パートナー弁護士(現任)
2022年 ６ 月 当社社外取締役[監査等委員]

(現任)

　

　

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
向井太志氏は、弁護士として企業法務に精通し専門的な知識と豊富な経験を有しており、そ
の長年の経験と見識から、当社の経営に対する様々な助言および意見を頂いております。
これらのことから、引き続き社外取締役として選任をお願いするものであります。
選任後は、社外取締役として弁護士の長年の経験や見識を活かし、経営陣から独立した客観
的な立場と、特に法務についての専門的な観点で、当社の経営の意思決定に対する適法性お
よびガバナンス体制の監査・監督ならびに透明性の向上に資することを期待しております。
なお、同氏は会社経営に関与した経験はありませんが、上記の理由により社外取締役として
の職務を適切に遂行することができるものと判断しております。
　（注）１. 各監査等委員である取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２. 沖　恒弘氏および向井太志氏は、社外取締役候補者であります。
３. 当社は、沖　恒弘氏および向井太志氏を株式会社東京証券取引所および株式会社名古屋証
券取引所の定めに基づく独立役員として両取引所に届け出ており、両氏の再任が承認され
た場合には、引き続き独立役員とする予定であります。

４. 当社は、沖　恒弘氏および向井太志氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づ
く損害賠償責任の限定額は、法令が定める最低責任限度額としており、両氏の再任が承認
された場合には、両氏との当該契約を継続する予定であります。また、沖　篤義氏の選任
が承認された場合は、同内容の責任限定契約を締結する予定であります。

５．当社は、各監査等委員である取締役候補者が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分
に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよう、監査等委員で
ある取締役全員を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任
保険(Ｄ＆Ｏ保険)契約を保険会社との間で締結しております。本議案が原案どおり承認さ
れ、監査等委員である取締役に就任した場合には、各監査等委員である取締役候補者は当
該保険契約の被保険者となります。その契約の内容の概要は、事業報告「３．会社役員に
関する事項　⑶役員等賠償責任保険契約の内容の概要」に記載のとおりです。なお、当社
は、当該保険契約を2023年７月に更新する予定です。

－ 13 －
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会計監査人選任議案

第４号議案 会計監査人選任の件

名 称 アーク有限責任監査法人
事 務 所 東京都新宿区西新宿１丁目23番３号

沿 革

1975年４月 近畿第一監査法人設立
　　　　　　聖橋監査法人設立
1982年８月 明治監査法人設立
2004年３月 アーク監査法人設立
2016年１月 明治監査法人とアーク監査法人が合併、
　　　　　　明治アーク監査法人に名称変更
2016年７月 明治アーク監査法人と聖橋監査法人が合併
2019年７月 アーク有限責任監査法人に名称変更
2020年７月 アーク有限責任監査法人と近畿第一監査法人が

合併

概 要

資本金 50百万円
構成人員 代表社員 ８名

社員 37名
公認会計士 58名
公認会計士試験合格者 42名
米国公認会計士 １名
米国公認会計士試験合格者 １名
ＩＴその他専門職員 ４名
監査事務スタッフ 19名
その他 13名

合計 183名
関与会社数 108社

　

　当社の会計監査人である有限責任 あずさ監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により退
任されますので、新たに会計監査人の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の決定に基づいております。
　また、監査等委員会がアーク有限責任監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、現会計監査人
の継続監査期間が60年間の長期にわたること、ならびに監査工数の増加に伴う監査報酬の増額要請
を契機に、当社の事業規模に適した新たな視点での監査を期待できることや監査報酬の相当性に加
え、効率性、独立性、専門性、品質管理体制を総合的に勘案した結果、会計監査が適正に行われる体
制を備えていることから、同監査法人が当社の会計監査人に適任であると判断したためであります。
　会計監査人候補者は、次のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年５月１日現在）

－ 14 －
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取締役のスキル・マトリックス

氏　名 地　位

取締役が有する知識・経験・能力

全般経営 開発・製造 マーケティング・
営業 財務・会計 人事・労務

リスク
マネジメント・
内部統制

法務・
ガバナンス

松本　充生 代表取締役社長
指名・報酬委員 〇 〇 〇 〇

益満　　亮 取締役
専務執行役員 〇 〇 〇 〇

梨原　弘勝 取締役
執行役員 〇 〇 〇

藤澤　龍也 取締役
執行役員 〇 〇

藤原　康弘 取締役
執行役員 〇

沖　　篤義 取締役
(常勤監査等委員) 〇 〇 〇 〇 〇

沖　　恒弘
社外取締役
(監査等委員)
独立役員
指名・報酬委員

〇 〇

服部　永次
社外取締役
(監査等委員)
独立役員
指名・報酬委員

〇 〇 〇

向井　太志
社外取締役
(監査等委員)
独立役員
指名・報酬委員

〇 〇

【ご参考：株主総会後の取締役会のスキルマトリックス】

　第２号議案および第３号議案が原案どおり承認可決された場合の取締役会のスキルマトリックス
は、以下のとおりとなります。

以　上

－ 15 －
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当事業年度の事業の状況

（ 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで ）

第79期
（2022年度）

前事業年度比
軸受部門

5.9％
農業機械部門

94.1％

部門別売上高
構成比

売上高 77億30百万円 10.0％増

営業利益 ６億 ９百万円 15.0％増

経常利益 ６億73百万円 13.5％増

当期純利益 ４億76百万円 19.0％増

事　 業　 報　 告

１．会社の現況に関する事項

⑴　当事業年度の事業の状況
①　事業の経過およびその成果

　当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、各種政策の
効果による社会経済活動の正常化が図られ、景気は緩やかな回復基調を辿りましたが、海外景
気の下振れリスク、物価上昇、供給面での制約等、依然として先行き不透明な状況にありまし
た。
　このような情勢のもと、当事業年度は当社創業110周年に向けて策定した中期経営計画
「Offensive110」の最終年度であり、『やり切る信念　更なる挑戦　次代へつなぐ　
Offensive110』をスローガンに、独創的で圧倒的な仕様・品質・コストに基づく競争力・提
案力をつけるべく、業績の向上と社会貢献に努めてまいりました。
　農業機械事業におきましては、土づくり関連作業機の売上が減少したものの、エサづくり関
連作業機の売上が伸長したことに加え、除雪作業機の早期受注活動が売上に寄与し、売上高は
増収となりました。軸受事業におきましては、得意先からの受注の回復もあり、増収となりま
した。
　以上の結果、当事業年度の売上高は、77億30百万円と前事業年度に比べ10.0％の増収とな
り、利益面におきましては、人件費の増加や原材料の高騰、エネルギーコストの上昇等による
製造原価高の影響がありましたものの、ロイヤリティ収入による売上高の増加により、営業利
益は６億９百万円と前事業年度に比べ15.0％の増益、経常利益は６億73百万円と前事業年度
に比べ13.5％の増益、そして当期純利益は、賃上げ促進税制の適用による税額控除引当もあり
４億76百万円と前事業年度に比べ19.0％の増益となりました。
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当事業年度の事業の状況

農業機械部門

エサづくり
関連作業機
34％

土づくり
関連作業機
20％

除雪その他
11％

部品等
12％

細断型
シリーズ
23％

部門内売上高構成比

2022年度
売上高

7,278百万円

6,611

第78期
（2021年度）

7,278

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）売上高 　国内売上高は、国の畜産クラスター事業＊の採択が進み、
高品質な国産飼料増産と食料自給率の向上に貢献する細断
型シリーズや牧草梱包作業機の可変径ロールベーラを中心
としたエサづくり関連作業機の売上が伸長したことに加
え、除雪作業機スノーブロワの早期受注活動が売上に寄与
し、増収となりました。また、海外売上高は、オンライン
展示会の活用効果による新規市場（北米、中南米等）への
売上や、合弁会社からのロイヤリティ収入により増収とな
りました。
　農業機械事業全体の売上高は72億78百万円と前事業年度
に比べ10.1％の増収となりました。

＊　畜産クラスター事業…政府による畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

軸受部門

414

第78期
（2021年度）

452

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）売上高 　得意先からの受注の回復もあり、売上高は４億52百万円と前事業年度に比べ
9.2％の増収となりました。

部 門 別 の 状 況

②　設備投資の状況
　当事業年度における設備投資の総額は、１億29百万円であります。
　その主なものは、生産管理システムの機能追加（12百万円）等であります。

③　資金調達の状況
　当事業年度における資金調達の状況につきましては、特記すべき事項はありません。

－ 17 －



2023/05/20 13:20:31 / 22950506_株式会社タカキタ_招集通知_電子提供措置用

当事業年度の事業の状況

④　対処すべき課題
　当社を取り巻く経営環境は、原材料・調達部品価格やエネルギーコストの高騰が顕在化する
中、製造原価高や人件費等の増加により、一段と厳しくなるものと考えられます。
　このような状況のもと、当社は10年後（2033年３月期）に迎える当社創業120周年を見据
えた長期経営計画「Offensive120」を新たに策定し、《貢献》《信頼》《ＣＳ》をビジョン
として掲げ、国内の農機ビジネスをコア事業としながら海外市場への拡大・展開を図り、企業
としての社会的存在価値をより創出し、継続的な社会貢献を目指してまいります。
具体的には、『やり切る執念　次代へ挑戦　Offensive120』をスローガンに、売上・利益の
拡大、業務改善と生産性向上、人的資本への投資、部門経営の高度化、社会貢献に取り組んで
まいります。
　こうした方針を踏まえ、農業機械事業における国内市場については、国内農業従事者の高齢
化や農家戸数の減少といった構造的な要因に加え、輸入飼料や化学肥料の高騰による農家経営
の圧迫、人手不足が顕在化するなど、業界を取り巻く環境は厳しい状況にありますが、持続可
能な産業基盤の構築に貢献するために、自給飼料増産と食料自給力の向上に寄与する細断型シ
リーズを主力とした畜産・酪農市場向けの製品のシェア拡大や、国の環境政策として食料・農
林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現する「みどりの食料システム戦
略」に基づく有機農業取組面積拡大目標に向けた有機肥料散布機等の土づくり関連機種を中心
に果樹・畑作・水田市場へ売上拡大を図ってまいります。また、市場環境の変化やスマート農
業に対応するＩＣＴ技術の開発、新製品の市場投入にスピードをあげて取り組み、ブランド力
の向上とシェア拡大に努めてまいります。
　海外市場については、新型コロナウイルス感染症の収束化に伴い、海外への営業活動に本格
的に取り組むことを見込み、アジア、ヨーロッパ地域の既存市場の事業領域拡大と、北米、中
南米、インド、ASEAN等の新規市場への販路拡大に取り組んでまいります。
　軸受事業については、徹底した納期・品質管理のもと、生産性向上を図り受注拡大と利益水
準の改善に取り組んでまいります。
　利益面におきましては、人材の早期戦力化や生産力の強化、ＤＸ促進・業務改革・働き方改
革の実践実行による一層の原価低減活動に努め、利益の確保をはかってまいります。
　また、サステナビリティとして、引き続き環境負荷軽減につながる製品開発や設備投資等を
推進するとともに、従業員の健康維持、労働環境の向上、教育・育成への投資等の具体的課題
を通して持続可能な事業活動に取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては、何卒一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげま
す。
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財産および損益の状況の推移

6,432

第76期
（2019年度）

6,503

第77期
（2020年度）

7,026

第78期
（2021年度）

7,730

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）売上高

420

第76期
（2019年度）

455

第77期
（2020年度）

593

第78期
（2021年度）

673

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）経常利益

262

第76期
（2019年度）

322

第77期
（2020年度）

400

第78期
（2021年度）

476

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）当期純利益

7,697

6,217

第76期
（2019年度）

8,164

6,631

第77期
（2020年度）

8,647

6,899

第78期
（2021年度）

9,113

7,052

第79期
（2022年度）

（単位：百万円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

22.78

第76期
（2019年度）

27.96

第77期
（2020年度）

34.75

第78期
（2021年度）

42.34

第79期
（2022年度）

（単位：円）1株当たり当期純利益

535.54

第76期
（2019年度）

570.33

第77期
（2020年度）

595.88

第78期
（2021年度）

630.46

第79期
（2022年度）

（単位：円）1株当たり純資産

区　　　分 第 76 期
（2019年度）

第 77 期
（2020年度）

第 78 期
（2021年度）

第 79 期
（当事業年度）
（2022年度）

（百万円） 6,432 6,503 7,026 7,730売 上 高
（百万円） 420 455 593 673経 常 利 益
（百万円） 262 322 400 476当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益 22円78銭 27円96銭 34円75銭 42円34銭
（百万円） 7,697 8,164 8,647 9,113総 資 産
（百万円） 6,217 6,631 6,899 7,052純 資 産

１ 株 当 た り 純 資 産 535円54銭 570円33銭 595円88銭 630円46銭

⑵　財産および損益の状況の推移

（注）１．１株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により、１株当た
り純資産は、自己株式を控除した期末発行済株式総数により算出しております。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第78期の
期首から適用しております。
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重要な親会社および子会社の状況、主要な事業内容

⑶　重要な親会社および子会社の状況
①　親会社の状況
　該当事項はありません。

②　子会社の状況
　　該当事項はありません。

主 要 品 目

農

業

機

械

土 づ く り 関 連
作 業 機

（肥料散布作業機）
ライムソーワ、ミックスソーワ、フレコンライムソーワ、フルーツキャスタ、グランドエー
ス、ブロードキャスタ、コンポキャスタ、自走コンポキャスタ、ブレンドキャスタ、ブレン
ドソーワ
（堆肥散布、尿散布作業機）
マニアスプレッダ、パワープッシュマニア、自走マニアスプレッダ、バキュームカ

エ サ づ く り 関 連
作 業 機

（播種作業機）
ジェットシーダ
（牧草刈取り作業機）
フィンガーモーア、ディスクモーア、モーアコンディショナ、フロントモーア、バタフライ
モーア、フロントモアコン
（牧草・ワラ拡散、反転、集草作業機）
ロータリテッダ、ロータリレーキ、ツインレーキ、コンビレーキ
（牧草・ワラ梱包、ラッピング作業機）
自走小型ロールベーラ、ミニロールベーラ、クローラロールベーラ、パワーロールベーラ、
パワーカットロールベーラ、可変径ロールベーラ、自走ラップマシーン、ミニラップマシー
ン、オートラップマシーン、フルオートラップマシーン、リモコンラップマシーン、コンビ
ラップマシーン
（運搬作業機）
プッシュオフトレーラ

細 断 型 シ リ ー ズ
（飼料用トウモロコシ・牧草・ワラ梱包、ラッピング作業機）
細断型ロールベーラ、細断型コンビラップ
（自走式飼料イネ・飼料刈取り・梱包作業機）
細断型ホールクロップ収穫機、汎用型微細断飼料収穫機

除 雪 そ の 他

（除雪、整地、融雪剤散布作業機）
リヤグレーダ、スノーブロワ、融雪剤散布車
（除草剤散布、防除、雑草刈取り、飼料用穀物粉砕、給餌、果樹園用枝処理作業機等）
ｅボート、スプレーヤ、ブームモーア、オフセットシュレッダ、ミリングマシーン、自走給
餌車、ロールカッタ、ベールフィーダ、ベールチョッパ、ベールカッタ、ブランチシュレッ
ダ、シュレッダ、カッティングフィーダ

軸 受 加 工 大型ベアリング旋削、転子旋削研磨

⑷　主要な事業内容（2023年３月31日現在）
　当社は、農業機械およびその他機械の製造、販売ならびに軸受加工を行っております。
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主要な営業所および工場、従業員の状況、主要な借入先、その他会社の現況に関する重要な事項

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

本 社 ・ 工 場 三 重 県 名 張 市 東 北 営 業 所 岩 手 県 紫 波 郡 矢 巾 町

札 幌 工 場 北 海 道 札 幌 市 南 東 北 営 業 所 宮 城 県 黒 川 郡 大 衡 村

札 幌 営 業 所 北 海 道 札 幌 市 関 東 営 業 所 栃 木 県 小 山 市

豊 富 営 業 所 北 海 道 天 塩 郡 豊 富 町 関 西 営 業 所 三 重 県 名 張 市

北 見 営 業 所 北 海 道 北 見 市 中 国 営 業 所 岡 山 県 津 山 市

中 標 津 営 業 所 北海道標津郡中標津町 九 州 営 業 所 福 岡 県 八 女 郡 広 川 町

帯 広 営 業 所 北 海 道 河 西 郡 芽 室 町 南 九 州 営 業 所 宮 崎 県 都 城 市

⑸　主要な営業所および工場（2023年３月31日現在）

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

281名 11名増 40.6歳 15.5年

⑹　従業員の状況（2023年３月31日現在）

（注）従業員数は就業人員です。なお、パートタイマーは含んでおりません。

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 南 都 銀 行 30百万円

株 式 会 社 三 十 三 銀 行 30百万円

株 式 会 社 中 京 銀 行 10百万円

⑺　主要な借入先（2023年３月31日現在）

⑻　その他会社の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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株式の状況

２．会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）
⑴　発行可能株式総数 50,000,000株
⑵　発行済株式の総数 14,000,000株（自己株式2,906,217株を含む。）
⑶　株主数 5,242名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

タ カ キ タ 持 株 会 1,863千株 16.8％

株 式 会 社 ク ボ タ 660千株 6.0％

タ ナ シ ン 電 機 株 式 会 社 630千株 5.7％

株 式 会 社 南 都 銀 行 569千株 5.1％

株 式 会 社 三 十 三 銀 行 500千株 4.5％

タ カ キ タ 従 業 員 持 株 会 446千株 4.0％

ヤ ン マ ー ア グ リ 株 式 会 社 380千株 3.4％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 327千株 3.0％

井 関 農 機 株 式 会 社 300千株 2.7％

Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 株 式 会 社 238千株 2.2％

⑷　大株主（上位10名）

（注）１．当社は、自己株式を2,906,217株所有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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会社役員に関する事項

地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 松 本 充 生

専 務 取 締 役 沖 　 篤 義 管理本部担当

取 締 役 専 務 執 行 役 員 益 満 　 亮 製造開発本部長
山東五征高北農牧機械有限公司　副董事長

取 締 役 執 行 役 員 梨 原 弘 勝 軸受部・品質保証室担当　兼　経営企画室長

取 締 役 執 行 役 員 藤 澤 龍 也 海外営業本部担当　兼　営業本部長　兼　本
州営業部長

取 締 役 ( 常 勤 監 査 等 委 員 ) 松 村 篤 樹

取 締 役 ( 監 査 等 委 員 ) 沖 　 恒 弘 岩崎通信機株式会社社外取締役

取 締 役 ( 監 査 等 委 員 ) 服 部 永 次

取 締 役 ( 監 査 等 委 員 ) 向 井 太 志

３．会社役員に関する事項
⑴　取締役の状況（2023年３月31日現在）

（注）１. 取締役（監査等委員であるものを除く。）からの情報収集および重要な社内会議における情報共有な
らびに他の監査等委員への情報提供、重要書類閲覧による内部統制システムの監視、内部監査室や会
計監査人と監査等委員会との十分な連携を可能とし、監査等委員会の監査・監督機能を強化するた
め、松村篤樹氏を常勤の監査等委員として選定しております。

２. 取締役（監査等委員）のうち、沖恒弘氏、服部永次氏および向井太志氏は、社外取締役であります。
なお、当社は株式会社東京証券取引所および株式会社名古屋証券取引所に対して、沖恒弘氏、服部永
次氏および向井太志氏を独立役員とする独立役員届出書を提出しております。

３. 取締役（監査等委員）沖恒弘氏は、公認会計士および税理士の資格を有しており、財務および会計に
関する相当程度の知見を有しております。

４．取締役（監査等委員）服部永次氏は社会保険労務士の資格を有しており、人事・労務管理および社会
保険に関する相当程度の知見を有しております。

５．取締役（監査等委員）向井太志氏は弁護士の資格を有しており、法律に関する相当程度の知見を有し
ております。

６．2022年６月28日開催の第78回定時株主総会終結の時をもって、高階貞男氏は取締役（監査等委員）
を辞任いたしました。
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⑵　責任限定契約の内容の概要
　当社と各監査等委員である取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第
１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

⑶　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、監査等委員である者を含む取締役全員を被保険者として、会社法第430条の３第１項
に規定する役員等賠償責任保険(Ｄ＆Ｏ保険)契約を保険会社との間で締結しており、被保険者で
ある取締役がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受け
ることによって生ずることのある損害について填補することとしております。ただし、法令違反
の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されないなど、一定の免責
事由があります。
　なお、その保険料は、全額当社負担としております。

⑷　取締役の報酬等
①　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針等

　当社は、取締役会において、取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の
内容に係る決定方針を決議しております。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議す
る内容について任意の指名・報酬委員会で審議します。
　取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の内容の決定に当たっては、定
められた役員報酬要領（役員報酬基準）に基づき代表取締役が作成した取締役報酬案を、任意
の指名・報酬委員会において審議し、その結果を取締役会に対して答申します。取締役会はそ
の答申を最大限に尊重し決定します。
　また、監査等委員である取締役の個人別の報酬につきましては、株主総会で決議された報酬
限度額の範囲内で、監査等委員の協議によって固定報酬を決定し、代表取締役に報告します。
　取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は
次のとおりです。

ａ．基本方針
　当社は取締役の報酬等の額またはその算定方法の決定に関して「経営感覚に優れ、企業方
針を実践する優秀な人材を確保できる、競争力のある報酬体系」「短期および長期の企業業
績との連動性を重視し、持続的な企業価値向上を動機付ける報酬体系」「株主をはじめとす
るステークホルダーに対し説明責任を果たせる透明性、公正性、合理性の高い報酬体系」を
方針として定めております。

ｂ．基本報酬（固定報酬）に関する方針
　経営監督・業務執行を担う職務に対する対価として固定報酬を支給しております。
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会社役員に関する事項

ｃ．業績連動報酬等（変動報酬）に関する方針
　短期および中期の企業業績との連動性を重視し、持続的な企業価値向上を動機付ける報酬
体系とすることを目的として、一定期間における業績の達成度、変化度を評価して変動報酬
を支給しております。

ｄ．報酬等の割合に関する方針
　取締役（監査等委員であるものを除く。）の報酬は、基本報酬としての固定報酬と業績に
係る変動報酬で構成され、固定報酬については、新任取締役を除き、役位と等級によって概
ね６割から８割、変動報酬を４割から２割とし、さらに変動報酬を「業績評価」と「業績連
動」に区分し評価、決定しております。
「業績評価」は、経営管理に対する活動について、事業計画に対する売上高、営業利益、営
業利益率、ＲＯＥの達成度により評価する「全体的活動評価」と担当部門における部門管
理、計数管理等により評価する「担当部門活動評価」により構成されます。「業績連動」は
一定期間の売上高、当期純利益から算出した掛率により評価されます。

ｅ．非金銭報酬等に関する方針
　取締役（監査等委員であるものおよび社外取締役を除く。）に対して、その報酬と当社の
業績及び株式価値との連動性をより一層強めることにより、中長期的な業績向上と企業価値
向上への貢献意欲や士気を一層高める報酬体系とすることを方針とし、株式報酬型ストック
オプションを支給しております。
　当該ストックオプションは、業績を反映し株主との利益を共有するインセンティブ報酬で
あり、役位間の割当個数を３倍以内とし、役位別の基準割当個数に対して当該事業期の累積
変動掛率と株主総利回り率から算出した掛率により割当個数が決定されます。

ｆ．報酬等の付与時期や条件に関する方針
　決定された報酬額は年俸とし、その支給時期は株主総会において選任された日の翌月から
任期満了の月まで、12カ月にわたって定期同額で月額報酬として支給しております。

ｇ．報酬等の決定の委任に関する事項
　当社では、ａ～eの方針を踏まえ、役員報酬要領および役員報酬基準に基づき代表取締役
が作成した取締役報酬案について、任意の指名・報酬委員会において審議しその結果を取締
役会に対して答申し、取締役会はその答申を最大限に尊重し決定します。
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役 員 区 分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対 象 と な る
役 員 の 員 数

（名）基 本 報 酬 業 績 連 動
報 酬 等

非 金 銭
報 酬 等

取 締 役
（監査等委員であるものを除く。） 70,743 47,657 15,410 7,675 ５
取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

19,350
(8,850)

19,350
(8,850) － － ５

(４)
合 計
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

90,093
(8,850)

67,007
(8,850)

15,410
(－)

7,675
(－)

10
(４)

②　当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１. 上表には、2022年６月28日開催の第78回定時株主総会終結の時をもって退任した監査等委員である
取締役１名を含んでおります。

２. 取締役（監査等委員であるものを除く。）の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は
含まれておりません。

３. 業績連動報酬等に係る業績指標は売上高、営業利益、営業利益率、ROEの事業計画値に対する達成
率および売上高、当期純利益の増減率であります。当事業年度を含む業績の実績値の推移は「１．会
社の現況に関する事項　(2)財産および損益の状況の推移」に記載のとおりです。
これらの指標を選択した理由は、指標が客観的な経営指標であること、指標等に関連する会社方針の
浸透度や目標達成割合、課題の改善状況を一定の基準により計数評価できるためであります。当社の
業績連動報酬（変動報酬）は、職位別の基準額に対し各指標の事業計画達成率（業績評価）および売
上高・当期純利益の一定期間の前年比増減から算出した掛率（業績連動）を乗じたもので算定されて
おります。

４. 非金銭報酬等の内容は株式報酬型ストックオプションであります。
また、当事業年度における交付は「会社の新株予約権等に関する事項」（電子提供措置事項）に記載
しております。

５. 当社では2015年６月26日開催の定時株主総会において監査等委員であるものを除く取締役の金銭報
酬限度額を月額6,700千円以内（使用人部分を除く。）と決議しております。なお、当該株主総会終
結時点の取締役（監査等委員であるものを除く。）の員数は５名です。
また、金銭報酬とは別枠で、2016年６月29日開催の定時株主総会において、ストックオプション報
酬額として年額16,500千円以内、新株予約権数の上限を年330個以内、各新株予約権の目的である株
式の数を100株（監査等委員および社外取締役は付与対象外）と決議しております。
当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員および社外取締役を除く）の員数は５名です。

６. 監査等委員である取締役の金銭報酬の額は、2015年６月26日開催の定時株主総会において月額
3,000千円以内と決議しております。なお、当該株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員数
は３名です。

７. 当事業年度にかかる取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の決定にあたって
は、代表取締役社長に対して各取締役（監査等委員であるものを除く。）の担当部門の部門活動およ
び業績等を踏まえた評価を委任し、代表取締役社長が作成した取締役報酬案に対して監査等委員会に
よる内容の精査と答申を受けた上で、最終的に取締役会で決議しております。

８．取締役会は、当事業年度にかかる各取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等につ
いて、報酬等の内容の決定方法および決定された報酬等の内容が、役員報酬要領（役員報酬基準）と
整合していることや、監査等委員会からの答申が反映されていることを確認しているため、当該決定
方針に沿うものであると判断しております。
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⑸　社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

　取締役(監査等委員)沖恒弘氏は、岩崎通信機株式会社の社外取締役であります。当社と兼職
先との間には特別な関係はありません。

②　当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または業務執行者でない役員との親族関係
　該当事項はありません。
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出席状況、発言状況および社外取締役に
期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役（監査等委員）
沖 　 恒 弘

当事業年度の任期中に開催された取締役会16回のうち16回、
監査等委員会17回のうち17回全てに出席いたしました。
経営陣から独立した客観的立場と、公認会計士および税理士
としての財務および会計に精通した専門的知見から、基幹シ
ステム更新や税務・会計手続に関する助言等、取締役会の意
思決定の妥当性・適正性を確保するために、業務執行やリス
クマネジメント、内部統制に関する助言と提言を適宜行って
おります。また、監査等委員会において内部監査に関する状
況、内部統制システムの状況、重要な会計処理の判断に関す
る状況などについて、積極的に報告を求め、意見を述べてお
ります。

社外取締役（監査等委員）
服 部 永 次

当事業年度の任期中に開催された取締役会16回のうち16回、
監査等委員会17回のうち17回全てに出席いたしました。
長年にわたる金融機関における経験と社会保険労務士として
の専門的見地から、取締役会において、取締役会の意思決定
の妥当性・適正性を確保するため、労務管理を中心に業務執
行に関する助言・提言を行っております。また、監査等委員
会において内部監査に関する状況、内部統制システムの状
況、重要な労務管理手続きの判断に関する状況などについ
て、積極的に報告を求め、意見を述べております。

社外取締役（監査等委員）
向 井 太 志

2022年６月28日就任以降、当事業年度の任期中に開催され
た取締役会12回のうち12回、監査等委員会12回のうち12回
出席いたしました。
経営陣から独立した客観的立場と、弁護士としての専門的見
地から、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・
適正性を確保するために、業務執行やガバナンスに関する助
言・提言を行っております。また、監査等委員会において内
部監査に関する状況、内部統制システムの状況、重要なコン
プライアンスの判断に関する状況などについて、積極的に報
告を求め、意見を述べております。

③　当事業年度における主な活動状況

(注）当社では2023年１月27日開催の取締役会において、取締役会の諮問機関として任意の「指名・
報酬委員会」の設置を決議しております。委員構成は、社外取締役（監査等委員）服部永次氏を
委員長として、代表取締役社長 松本充生氏、社外取締役（監査等委員）沖　恒弘氏、社外取締役
（監査等委員）向井太志氏の４名であります。
なお、当事業年度において同委員会を３回開催しております。
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会計監査人の状況、会社の支配に関する基本方針

①　当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 26,000千円
②　会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

26,000千円

４．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

　有限責任 あずさ監査法人

⑵　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係
る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、取締役、社内関係部署および会計監査人より必要な資料の入手、報告を受けた
上で、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況の相当性、報酬見積りの算定根拠
について確認し、審議した結果、これらについて適切であると判断したため、会計監査人の報酬
等の額について、同意の判断をいたしました。

⑶　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められ
る場合には、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等
委員会が選定した監査等委員は、解任した旨および解任の理由を解任後最初に招集される株主総
会において報告いたします。
　また、監査等委員会は、会計監査人の職務の執行状況や当社の監査体制等を勘案して会計監査
人の変更が必要であると認められる場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再
任に関する議案の内容を決定いたします。

⑷　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

５．会社の支配に関する基本方針
　当社では、会社の財務および事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針につい
ては、特に定めておりません。
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貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
未 収 入 金
前 渡 金
そ の 他 の 流 動 資 産

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
そ の 他 の 投 資
貸 倒 引 当 金　

5,661,969
778,284
77,025

1,467,208
1,383,642
809,477
184,583
417,600
11,393
519,156
12,680
917

3,451,796
1,936,444
956,520
81,821
238,940
3,179
39,722
559,638
54,744
1,878

176,759
164,915
11,844

1,338,592
929,979
7,260

152,512
249,395
△555　

（負債の部）
流 動 負 債 1,850,968
支 払 手 形 6,372
電 子 記 録 債 務 721,135
買 掛 金 382,257
短 期 借 入 金 70,000
未 払 金 54,425
未 払 費 用 176,730
未 払 法 人 税 等 115,550
未 払 消 費 税 等 53,234
契 約 負 債 102,145
賞 与 引 当 金 128,716
リ ー ス 債 務 13,608
そ の 他 の 流 動 負 債 26,790

固 定 負 債 210,258
長 期 預 り 保 証 金 11,088
リ ー ス 債 務 41,135
退 職 給 付 引 当 金 129,387
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 4,100
繰 延 税 金 負 債 24,546

負 債 合 計 2,061,226
（純資産の部）

株 主 資 本 6,589,677
資 本 金 1,350,000
資 本 剰 余 金 832,196
資 本 準 備 金 825,877
そ の 他 資 本 剰 余 金 6,319
利 益 剰 余 金 5,258,173
利 益 準 備 金 204,500
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,053,673
別 途 積 立 金 4,500,000
繰 越 利 益 剰 余 金 553,673

自 己 株 式 △850,692
評 価 ・ 換 算 差 額 等 404,497
その他有価証券評価差額金 404,333
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 164
新 株 予 約 権 58,364
純 資 産 合 計 7,052,539

資 産 合 計 9,113,766 負 債 純 資 産 合 計 9,113,766

貸　借　対　照　表

－ 30 －
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損益計算書

（ 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで ）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 7,730,772

売 上 原 価 5,357,531

売 上 総 利 益 2,373,240

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,764,186

営 業 利 益 609,054

営 業 外 収 益 69,271

営 業 外 費 用 4,998

経 常 利 益 673,327

特 別 利 益 649

固 定 資 産 売 却 益 649

特 別 損 失 252

固 定 資 産 廃 棄 損 40

投 資 有 価 証 券 売 却 損 211

税 引 前 当 期 純 利 益 673,725

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 190,196

法 人 税 等 調 整 額 7,306

当 期 純 利 益 476,223

損　益　計　算　書

－ 31 －
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会計監査人の監査報告書謄本

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岩 田 国 良
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 橋 敦 司

独立監査人の監査報告書
2023年５月16日

株 式 会 社　タ　カ　キ　タ
取締役会　御中

有　限　責　任　あ　ず　さ　監　査　法　人
名　古　屋　事　務　所

　
監査意見

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社タカキタの2022年４月１日から
2023年３月31日までの第79期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示している
ものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成

し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。

会計監査人の監査報告書

－ 32 －
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会計監査人の監査報告書謄本

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業
に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等
に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は
集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると
判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

－ 33 －
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会計監査人の監査報告書謄本

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を
検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書
において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事
項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続
企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類
等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上
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監査等委員会の監査報告書謄本

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第79期事業年度における取締役の職務
の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の

内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（会社の内部統制に係る体制全般）について取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①　監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に基づき、監査の方針、監査計画、職務の分担等を

定め、会社の内部監査部門と連携の上、取締役会その他重要会議に出席し、取締役及び使用人等か
らその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査し、監査等委員会を定期的に開催し
審議しました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告書

－ 35 －
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監査等委員会の監査報告書謄本

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め
られません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月17日
株 式 会 社 タ カ キ タ 　 監 査 等 委 員 会
常勤 監 査等 委 員 松 村 篤 樹 ㊞
監 査 等 委 員 沖 　 恒 弘 ㊞
監 査 等 委 員 服 部 永 次 ㊞
監 査 等 委 員 向 井 太 志 ㊞

　(注) 　監査等委員沖恒弘、服部永次、向井太志は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社
外取締役であります。

以　上
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地図

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図
三重県名張市南町822番地の２　名張産業振興センター　１階多目的ホール

近鉄大阪線　名張駅より徒歩約13分

新
夏
見
橋

至大阪難波
黒田大橋

至桜井

名張大橋
イオン

名張
小学校

名張
郵便局

名
張
駅

西名張
郵便局

至伊勢中川

名張高等学校
至津

アニエス・
ガーデン名張

adsホール

Ｎ
当社株主総会会場
名張産業振興センター

165
近
鉄
大
阪
線

名張
警察署


	表紙
	招集ご通知
	株主各位
	議決権行使についてのご案内

	株主総会参考書類
	剰余金処分議案
	取締役（監査等委員であるものを除く。）選任議案
	監査等委員である取締役選任議案
	会計監査人選任議案
	取締役のスキル・マトリックス

	事業報告
	会社の現況に関する事項
	当事業年度の事業の状況
	財産および損益の状況の推移
	重要な親会社および子会社の状況
	主要な事業内容
	主要な営業所および工場
	従業員の状況
	主要な借入先
	その他会社の現況に関する重要な事項

	株式の状況
	会社役員に関する事項
	会計監査人の状況
	会社の支配に関する基本方針

	計算書類
	貸借対照表
	損益計算書

	監査報告
	会計監査人の監査報告書謄本
	監査等委員会の監査報告書謄本

	地図

